
日
本
顎
咬
合
学
会
誌

Vol.44

特
別
号

ISSN 1346-8111　2024年5月8日発行　1983年11月21日学術刊行物認可903号
第44巻　2024年6月

THE JOURNAL OF THE ACADEMY OF CLINICAL DENTISTRY

日本顎咬合学会誌
Vol.44

特別号
2024
年 

第
42
回
学
術
大
会・総
会 

プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
講
演
抄
録
集

2024年 第42回学術大会・総会
プログラムおよび講演抄録集
6月8日土 〜9日日　東京国際フォーラム

顎咬合学顎咬合学 踏襲踏襲から発展から発展
学術と臨床の融合学術と臨床の融合



次回「第43回日本顎咬合学会学術大会・総会」のご案内
テーマ：踏襲から発展　−学術と臨床の融合−

会　期：2025年6月7日土・8日日
会　場：東京国際フォーラム
大会長：貞光 謙一郎

「第23回咬合フォーラム」のご案内

テーマ：咬合治療の原点回帰3　咬頭嵌合位を考えよう

会　期：2024年9月29日日
会　場：JR九州ホール  福岡県福岡市（博多駅コンコース内（博多口側））

講演者：�酒井 志郎 先生	 さかい歯科	
山口 泰彦 先生	 北海道大学	
寺西 邦彦 先生	 寺西歯科医院

座　長：�渡辺 隆史 先生	 小滝歯科医院

からの
お願い
からの
お願い

日本顎咬合学会では社会貢献活動の一環として2006 年、撤去冠のリサイクル事業による資金を
慈善団体や研究機関等に寄付することを目的とした『日顎（にちがく）基金』を設立しております。
当基金の趣旨にご賛同いただき、是非とも会員の皆様のご協力賜りますようお願い申し上げます。

ご寄付のお申し出、ご希望の精錬事業者等、その他お問合せは下記へお願い致します。

＊「日顎基金」事務局　nichigaku@ago.ac
＊精錬事業者については、当学会賛助会員の以下の 3 社様にご支援いただいております。  

 ・相田化学工業株式会社 
 ・日本メディカルテクノロジー株式会社
 ・アサヒプリテック株式会社



第42回日本顎咬合学会学術大会・総会
参加者の皆様へ

アンケートを回答頂いた方には
ニチガクオリジナルボールペンを

プレゼント！

※アンケート回答の対象者は本学術大会参加者と致します。

　第42回学術大会にご参加いただき、ありがとうございます。今大会プログラムは、い
かがでしたでしょうか。皆様にとって有意義なものとなることを関係者一同、願っており
ます。
　さて、今後の学術大会をより一層充実させるために、アンケート調査を実施いたします。

〈アンケート回答方法〉
（１）アンケートページQRコード
　　右記のQRコードにアクセスしていただくと、アンケートフォームに 
　　つながります。

（２）学術大会ホームページ
　　学術大会終了後、ホームページにアンケートページを設けます。

〈アンケート回答〆切〉
　　2024年7月31日水
　皆さまからの貴重なご意見を今後の学術大会プログラム、運営等に反映いたしたく存じ
ます。
　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

2024年6月吉日

特定非営利活動法人 日本顎咬合学会
TEL;03-6683-2069 / FAX;03-6691-0261

E-mail：nichigaku@ago.ac
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日本顎咬合学会４２回学術大会は２０２４年６月８−９日に開催されます。
今回の学会のテーマは、「踏襲から発展」といたしました。

一般臨床家にとってナソロジーの功績は偉大であり、今もなお日常の診療においてナソ
ロジーのコンセプトが応用されています。踏襲した咬合理論を基に施術・実践した臨床の
結果を、ご高名な先生方にご講演いただきます。

義歯・咬合再構成・インプラント・矯正など数々のカテゴリーにおける咬合を症例の中
から読み解いていただきます。

WEB 開催では成し得なかった会場参加型のパネルディスカッションも４つのカテゴリー
で実施し、テーブルクリニックではデモンストレーションを中心に開催されます。皆様には
活発な議論を交わしていただきたいと思います。

海外特別招聘講師にはボストンからDr. Wael Attをお招きしました。
IOS や顎運動、AI による診断からインプラントまで多岐にわたる研究をされており、

2019 年にはデジタル歯 科医療の一般 原理、科学、臨床の現実を説いた Digital 
Workflow in Reconstructive Dentistryを出版されています。

最先端のデジタル歯科を学ぶ良い機会となれば幸いです。

多くの皆様にご参加いただき、有意義な大会となることを心から期待しております。

理事長挨拶

貞光 謙一郎

日本顎咬合学会 理事長
第42回日本顎咬合学会学術大会・総会 大会長


























































































































































































































































































































































































































